
作成年月日 グリーン建築推進協議会役員会議事録 
 2011 年 4 月 10 日 

日 時 2011 年 4 月 10 日 17:00〜19:00 作成 承認 

場 所 機械工具会館  

河野 公宏 

 

出 席 者 
（敬称略） 

井上、河野、鳥越、田畑、佐々木 （オブザーバー：鈴木、三ツ井、西脇、稲生、石川） 

議 題 グリーン建築推進協議会 第２回役員会 

議事内容： 

１、黙祷 

  東日本大震災 追悼 

 

２、開会宣言（鳥越副会長） 

   

３、会長挨拶（井上会長） 

  現在の報告、今後の方向性 

４、報告事項 

  １、稲生会計辞任に関して 

    ２月２２日付けで辞任。後任に佐々木監事に兼任で承認。 

  ２、役員名刺の件 

    役員名刺、初版は事務局にて制作。 

  ３、義援金、空き古民家の進捗 

    義援金の報告。現在無償貸与募集の中止報告。 

  ４、その他 

    補助金申請報告（SB コンソーシアム） 

    近況報告 

    １、鳥越副会長 

      専門ブログ（iza）に掲載開始。今後グリーン建築をおり混ぜていく。 

       

    ２、田畑副会長 

      古民家鑑定ツアー開催の報告。古民家認知の向上。古民家無償貸与の実態報告。 

      善意に応えていきたい。鑑定士と連携を取っていきたい。 

    ３、佐々木監事 

      埼玉担当物件は３０件程度。鑑定の要領が悪い方がいる。これはインストラクターの教え方が

      たりない。震災に関係なく、簡易鑑定をしても良いのかな？今だからこそ見るべき現場もある。

    ４、栃木県古民家再生協会 鈴木理事長（オブサーバー） 

      那須は築が若い民家でお金持ちばかり。避難者が多くきている。ペンション１泊１０００円で

      されている所ばかり。実際、避難者はお金を持っていない。那須塩原市建築業５〜６社が既に

      倒産し始めた。今だから地場で出来るコトをしっかりしていく。千葉からも多くの方が避難さ

      れている。被災者は仕事が欲しい。本当にお金がない。貸与後のトラブルが怖い。避難民の目

      利きが大切。便乗した者がいる。貸与後の線引きをしておかないと、全国古民家再生協会のリ

      スクがある。 

    ５、静岡県古民家再生協会 中部支部 三ツ井支部長（オブサーバー） 

      NHK に７回程、静岡新聞、建築ジャーナルに掲載。静岡古民家再生協会が広くでた。実際に２

件 

      登録している。全国で１件でも２件でも出れば、報告していきた。 

    ６、岐阜県古民家再生協会 西脇理事（オブサーバー） 

      ４月から運営開始。岐阜県内の鑑定士に鑑定のチャンスを作りたい。５月末に設立。資材が品

      薄。岐阜も古民家が町中にたくさんある。認知する手法を考える。 

    ７、おんなたちの古民家グリーン建築再生機構 TOKYO 稲生理事長（オブサーバー） 

      １件のみ都内物件を震災簡易鑑定を実施。資材が入って来ないため、工事が止まっている。 

      この半年間どう仕事をするかが大事。 

    ８、おんなたちの古民家グリーン建築再生機構 TOKYO 石川理事（オブサーバー） 

      屋根の材料がなく、ブルーシートをかけて一時的にしている。 

 

 



 

５、審議事項 

  １、入会審査 

    ４０法人の申込。例会がまだな所は暫定的に入会とし準備が整え次第入会とする。 

    異議無し。承認。後日事務局より承認報告 

 

  ２、びわ湖メッセ後援依頼の件 

    名義後援として承認 

 

  ３、グリーン建築の基準について 

    内装に関して説明（鳥越副会長） 

    承認 

  ４、グリーン建築認定店基準について 

    工務店、設計事務所でも可 

    承認 

  ５、グリーン建築の家認定員基準について 

    承認 

  ６、その他 

    ６月頃には案内資料が完成 

 

    古民家再生協会とグリーン建築推進協議会の繋がりは？？？ 

    会員なるには基準より基本的に協会以外は入れない。 

    材木店紹介は４月２７日締切 

    入会は支部で提出しなくて、本部の会員ならば対象となる？→なる。 

    認定の家を発行出来る日程は→予定は５月末予定 

    認定員がいない認定店も可能。 

  

６、協議事項 

  １、グリーン建築構法認定について 

    形式認定を受ける為にも、費用を貯める必要がある。現在の方向性 

    栃木県古民家再生協会 鈴木理事長より 

    現在、古材を使った長期優良住宅を作る。等級３を取得できるようになった。５月末には仕様が 

    発表ができると思う。ハウスメーカーでは出来ないコトが出来る。構造計算が入る所を外す。 

    詳細は事務局と擦り合わせて決定していく。 

 

  ２、長期的支援策について 

    東北地方で「グリーン建築推進」 

・ 循環型建築を推進する PR 活動 

・ 循環型建築を推進する工務店の募集 

活動の広がりが全国での「グリーン建築」推進に繋がる活動 

 

  ３、その他 

    なし 

 

 

 

 

 

 

 

 



７、その他 

  １、次回開催日に関して 

   ５月１６日（月）機械工具会館 １７：００〜 

   豊島区 男女平等推進センター研修室2   

    東京都文京区春日1丁目16番21号  

    03-5952-9501 

 

  ２その他 

   物販（名刺、封筒）に関して 

   経費＝月末で１回締めて事務局 大塚作成 → 佐々木会計 承認後役員会にて報告 

   事務所経費は当面、２００年住宅にて負担 

 

８、監事講評（佐々木監事） 

   これから、グリーン建築を推進すべく、力を合わせ頑張りましょう。 

９、閉会宣言（田畑副会長） 

  田畑副会長の挨拶にて第２回役員会終了（１９：００） 

 


